
 【研修報告】      令和7年度発達に関する学習会(支援者向け)1部3回目 

日時：令和7年6月19日(木) 

 

○自己効力感とは、ある状況下で結果を出すために適切な行動を選択し、かつ遂行するための(段取りをして実

行できる)能力が自己にあると自信をもてること。(バンデューラ1986) 

→発達障害＝実行機能の問題、特性、汎化しづらさから自信がもちにくい。 

不適応行動を減らす＜自立支援 

○自尊感情/自己有用感が高まる為には 

 

 

親や先生、周囲から大切にされている感覚        安心できる環境設定 

目標に対して自分は出来る、達成できると思える感覚   視覚化した情報・構造化・認められる環境 

 

○発達の最近接領域とは、現時点で自力で課題を解決できる水準と他者の助けを借りれば解決できる水準(潜在

的発達水準)の差を指す。この領域での学習が効果的な成長・発達を促すことが期待されている。 


